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2019

vol.1137
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［ 市報 かすが ］　平成31年3月15日号

さぁ、選挙へ。
良いまちは、誰かが作ってくれるものではなく、

市民が作っていくものです。



期
日
前
投
票
期
間

○
県
知
事
選
挙
　
３
月
22
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

○
県
議
会
議
員
選
挙
　
３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

○
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
　
４
月
15
日
㈪
〜
20
日
㈯

※

土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所
　
市
役
所
４
階
4
0
4
・
4
0
5
・
4
0
6
会
議
室

※

目
の
不
自
由
な
人
な
ど
で
自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

係
員
が
代
筆
し
ま
す（
代
理
投
票
）。
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
で
投
票
で
き
な
い
人
や
、
病
気
や

け
が
、
出
産
な
ど
で
当
日
投
票
所
ま
で
行
け
な
い
人
は
、
投
票

日
前
に
「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
と
き
は
、
事
前
に
郵
送
す
る
「
投
票
所

入
場
整
理
券
」
と
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
再
交
付
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※

平
成
30
年
12
月
21
日
か
ら
28
日
の
間
に
本
市
に
転
入
届
を
提

出
し
た
人
は
、
平
成
31
年
３
月
28
日
㈭
以
降
か
ら
し
か
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
院
・
入
所
施
設
で
投
票

　
　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
入
院
・
入
所
中
の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

○
郵
便
な
ど
で
投
票

　
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
要
介
護
５
の
人
、
ま
た
は
「
身

体
障
害
者
手
帳
」
か
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を
持
ち
、
下
表
の

○
を
つ
け
た
障
が
い
の
程
度
に
該
当
す
る
人
で
、
前
も
っ
て

　「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
　
投
票
日
の
４
日
前
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
本
人
が
署
名
し

た
「
投
票
用
紙
等
請
求
書
」
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
え

て
郵
送
す
る
か
、代
理
の
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
人
や
、
証
明
書
の

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
５
８
４
）
１
１
１
１
㈹
　
F
（
5
8
4
）
１
１
３
１

投
票
は
未
来
の
自
分
へ
の
意
思
表
示

統
一
地
方
選
挙

２
０
１
９

　
選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
し
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
１
票
が
、
私
た
ち
の

ま
ち
の
明
日
を
決
め
ま
す
。

　
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

福
岡
県
知
事・県
議
会
議
員
選
挙

４
月
7
日
㈰

春
日
市
長・市
議
会
議
員
選
挙

４
月
21
日
㈰

告
示
日
翌
日
か
ら
投
票
で
き
ま
す

期
日
前
投
票

入
院
中
の
人
や
障
が
い
が
あ
る
人
は

不
在
者
投
票 投票できません

居住地で投票できます

身体障がい者
「郵送などによる投票」の対象者

障がいの種類
障がいの程度

両下肢、体幹、移動機能

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸

免疫、肝臓

○

○

○

１級

戦傷病者

両下肢、体幹

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓

○

○

2級

○

○

3級

○

○

特別項症

○

○

第１項症

○

○

第2項症

○

第3項症
障がいの程度

障がいの種類

告示の前日から前3カ月および告示の日から
投票日までの間に、住所を変更した

1月14日～投票日（4月21日）の間に
住所を変更した

■市長・市議会議員選挙

１月14日以降１月13日以前
転入の届出日は・・・

投票できます 投票できません

平成30年１２月29日～投票日（４月７日）の間に
住所を変更した

■県知事・県議会議員選挙

県 外県 内
転出先は・・・

昨年
12月29日以降

昨年
12月28日以前

転入の届出日は・・・

投票日現在18歳以上である

春日市で
投票できます

投票できます 投票できます

投票
できません

前住所地（県内）の市町村の選
挙人名簿に登録されている人は、
前住所地で投票できます（注）

（注）春日市または前住所地などの市町村が発行する「引き続き県内に住所を有する
旨の証明書」が必要です。

春日市から県内他市町村に1回だけ住所を移し引
き続き住んでいるが、そこの選挙人名簿に登録され
ていない場合は春日市で投票できます（注）

いいえ はい

いいえはい

フローチャートで確認　あなたは投票できる？

市内で転居 市外から転入 市外へ転出 市内で転居 市外から転入 市外へ転出
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期
日
前
投
票
期
間

○
県
知
事
選
挙
　
３
月
22
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

○
県
議
会
議
員
選
挙
　
３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

○
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
　
４
月
15
日
㈪
〜
20
日
㈯

※

土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所
　
市
役
所
４
階
4
0
4
・
4
0
5
・
4
0
6
会
議
室

※

目
の
不
自
由
な
人
な
ど
で
自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

係
員
が
代
筆
し
ま
す（
代
理
投
票
）。
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
で
投
票
で
き
な
い
人
や
、
病
気
や

け
が
、
出
産
な
ど
で
当
日
投
票
所
ま
で
行
け
な
い
人
は
、
投
票

日
前
に
「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
と
き
は
、
事
前
に
郵
送
す
る
「
投
票
所

入
場
整
理
券
」
と
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
再
交
付
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※

平
成
30
年
12
月
21
日
か
ら
28
日
の
間
に
本
市
に
転
入
届
を
提

出
し
た
人
は
、
平
成
31
年
３
月
28
日
㈭
以
降
か
ら
し
か
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
院
・
入
所
施
設
で
投
票

　
　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
入
院
・
入
所
中
の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

○
郵
便
な
ど
で
投
票

　
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
要
介
護
５
の
人
、
ま
た
は
「
身

体
障
害
者
手
帳
」
か
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を
持
ち
、
下
表
の

○
を
つ
け
た
障
が
い
の
程
度
に
該
当
す
る
人
で
、
前
も
っ
て

　「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
　
投
票
日
の
４
日
前
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
本
人
が
署
名
し

た
「
投
票
用
紙
等
請
求
書
」
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
え

て
郵
送
す
る
か
、代
理
の
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
人
や
、
証
明
書
の

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
５
８
４
）
１
１
１
１
㈹
　
F
（
5
8
4
）
１
１
３
１

投
票
は
未
来
の
自
分
へ
の
意
思
表
示

統
一
地
方
選
挙

２
０
１
９

　
選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
し
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
１
票
が
、
私
た
ち
の

ま
ち
の
明
日
を
決
め
ま
す
。

　
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

福
岡
県
知
事・県
議
会
議
員
選
挙

４
月
7
日
㈰

春
日
市
長・市
議
会
議
員
選
挙

４
月
21
日
㈰

告
示
日
翌
日
か
ら
投
票
で
き
ま
す

期
日
前
投
票

入
院
中
の
人
や
障
が
い
が
あ
る
人
は

不
在
者
投
票 投票できません

居住地で投票できます

身体障がい者
「郵送などによる投票」の対象者

障がいの種類
障がいの程度

両下肢、体幹、移動機能

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸

免疫、肝臓

○

○

○

１級

戦傷病者

両下肢、体幹

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓

○

○

2級

○

○

3級

○

○

特別項症

○

○

第１項症

○

○

第2項症

○

第3項症
障がいの程度

障がいの種類

告示の前日から前3カ月および告示の日から
投票日までの間に、住所を変更した

1月14日～投票日（4月21日）の間に
住所を変更した

■市長・市議会議員選挙

１月14日以降１月13日以前
転入の届出日は・・・

投票できます 投票できません

平成30年１２月29日～投票日（４月７日）の間に
住所を変更した

■県知事・県議会議員選挙

県 外県 内
転出先は・・・

昨年
12月29日以降

昨年
12月28日以前

転入の届出日は・・・

投票日現在18歳以上である

春日市で
投票できます

投票できます 投票できます

投票
できません

前住所地（県内）の市町村の選
挙人名簿に登録されている人は、
前住所地で投票できます（注）

（注）春日市または前住所地などの市町村が発行する「引き続き県内に住所を有する
旨の証明書」が必要です。

春日市から県内他市町村に1回だけ住所を移し引
き続き住んでいるが、そこの選挙人名簿に登録され
ていない場合は春日市で投票できます（注）

いいえ はい

いいえはい

フローチャートで確認　あなたは投票できる？

市内で転居 市外から転入 市外へ転出 市内で転居 市外から転入 市外へ転出
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春日市職員の給与・定数職員の給与や定数は、条例に基づき決定されており、
その内容を公表します（詳細は後日市ウェブサイトに掲載予定）。

人件費の状況（平成２９年度普通会計決算）1

一般行政職

一般行政職

技能労務職

標準的な職務内容

職員数
構成比

大学卒
高校卒

25万8,954円
22万600円

大学卒

高校卒
高校卒

（総合職）
19万4,000円

（一般職）
18万700円

15万3,000円
15万700円

18万700円

14万8,600円
14万6,000円技能労務職

※3 税務職、福祉職などを除く

（１）初任給
職員の初任給、平均給与（平成３０年４月１日現在）2

（３）職員の経験年数別平均給料

春日市 国 区 分

春日市

国

（２）職員の平均年齢、給料、給与

（１）職務内容
一般行政職員数（平成３０年４月１日現在）3

一般行政職（※3）
技能労務職
一般行政職
技能労務職

平均年齢
40.8歳

56歳
43.5歳
50.7歳

平均給料月額
31万6,703円
36万4,400円
32万9,845円
28万6,817円

平均給与月額
41万1,591円

41万840円
41万940円

32万8,637円

経験年数１０年
35万8,814円
30万1,700円

経験年数２０年

該当者なし

37万9,838円
該当者なし　

経験年数２５年
39万8,000円
37万7,933円

経験年数３０年

１級

17人
5.3%

主事 主任

2級

35人
10.9%

3級

112人
35.1%

係長・主査

4級

46人
14.4%

課長補佐
統括係長

5級

67人
20.9%

課長

6級

34人
10.6%

部長

7級

職員の手当の状況（平成３０年４月１日現在）4

扶養手当

住居手当
通勤手当

管理職手当

期末勤勉手当
地域手当
特殊勤務手当
時間外勤務手当

手当名

同

同
一部異

一部異

同
同
異
同

国の制度との
異同

距離区分

支給額

種類

国の制度と
異なる内容

4,490万円

3,907万円
3,200万円

3,603万円

6億4,836万円
1億5,287万円

183万円
1億58万円

25万6,571円

31万114円
10万4,588円

75万531円

161万2,832円
38万274円
6万5,286円

28万4,114円

前年度支給実績 支給職員１人当たり
平均支給年額

特別職の報酬の状況5

配偶者6,500円
子1万円他
家賃支払者：額に応じ支給
交通機関、交通用具利用者
部長級77,400円
課長級62,300円他
期末2.6月分、勤勉1.8月分
10%
徴収手当6,000円他
勤務日125/100他

内容および支給単価

9人
2.8%

（２）年齢構成別
区 分

職員数
２０歳未満

1人
２０‒２３歳

4人
２４‒２７歳

30人
２８‒３１歳

43人
３２‒３５歳

43人
３６‒３９歳

27人
４０‒４３歳

37人
４４‒４７歳

46人
４８‒５１歳

30人
５２‒５５歳

32人
５６‒５９歳

23人
６０歳以上

4人

20.0%

15.0%

10.0%

5.0%

0.0%
20歳未満 ２０‒２３歳 ２４‒２７歳 ２８‒３１歳 ３２‒３５歳 ３６‒３９歳 ４０‒４３歳 ４４‒４７歳 ４８‒５１歳 ５２‒５５歳 ５６‒５９歳 ６０歳以上

構成比 ５年前の構成比

市長
副市長
教育長
議長
副議長
議員

区 分
95万2,100円
78万3,600円
70万3,900円
58万9,200円
51万5,400円

47万600円

給料、報酬月額
給与月額の510/100
給与月額の300/100
給与月額の252/100

－

退職手当（１年あたり）

3.35月分

期末手当月数

部門別職員数の状況と主な増減理由（平成３０年４月１日現在）6

議会
総務企画

税務
民生
衛生

農林水産
商工
土木
教育

下水道
国保

介護保険
後期高齢者医療

小計

部 門 区 分

業務増

業務の統廃合・縮小

業務の民間委託

業務増

介護保険認定審査会事務局への派遣終了
後期高齢者広域連合への派遣終了

主な増減理由

6人
87人
31人
94人
34人

6人
2人

38人
60人

358人
8人

17人
15人
5人

45人
403人
419人

職員数
平成２９年

6人
90人
31人
94人
32人

6人
2人

38人
53人

352人
9人

17人
14人
4人

44人
396人
419人

平成３０年

3人

▲ 2人

▲ 7人
▲ 6人

1人

▲ 1人
▲ 1人
▲ 1人
▲ 7人

対前年
増減数

問い合わせ先　人事法制課人事担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

※１ 市長や議員などの特別職の給与・報酬、退職手当、共済負担金などを含む

（１）人件費（※１）
住民基本台帳人口

（平成30年３月３１日現在）
歳出総額（Ａ）

実質収支
人件費（Ｂ）

人件費率（Ｂ/Ａ）
（参考）平成28年度人件費率

11万3,042人

324億1,362万円
16億4,513万円
37億6,547万円

11.6%
11.5%

※2 児童手当、退職手当を除く

（２）職員給与費（特別職を除く一般会計の職員）
職員数
給料

職員手当（※2）
期末・勤勉手当

給与費合計
１人あたり給与費

361人
13億3,804万円
2億7,969万円
5億8,601万円
22億374万円

610万円

公営企業など

合計
条例定数

小計
その他

一
般
行
政

普
通
会
計
部
門
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春日市職員の給与・定数職員の給与や定数は、条例に基づき決定されており、
その内容を公表します（詳細は後日市ウェブサイトに掲載予定）。

人件費の状況（平成２９年度普通会計決算）1

一般行政職

一般行政職

技能労務職

標準的な職務内容

職員数
構成比

大学卒
高校卒

25万8,954円
22万600円

大学卒

高校卒
高校卒

（総合職）
19万4,000円

（一般職）
18万700円

15万3,000円
15万700円

18万700円

14万8,600円
14万6,000円技能労務職

※3 税務職、福祉職などを除く

（１）初任給
職員の初任給、平均給与（平成３０年４月１日現在）2

（３）職員の経験年数別平均給料

春日市 国 区 分

春日市

国

（２）職員の平均年齢、給料、給与

（１）職務内容
一般行政職員数（平成３０年４月１日現在）3

一般行政職（※3）
技能労務職
一般行政職
技能労務職

平均年齢
40.8歳

56歳
43.5歳
50.7歳

平均給料月額
31万6,703円
36万4,400円
32万9,845円
28万6,817円

平均給与月額
41万1,591円

41万840円
41万940円

32万8,637円

経験年数１０年
35万8,814円
30万1,700円

経験年数２０年

該当者なし

37万9,838円
該当者なし　

経験年数２５年
39万8,000円
37万7,933円

経験年数３０年

１級

17人
5.3%

主事 主任

2級

35人
10.9%

3級

112人
35.1%

係長・主査

4級

46人
14.4%

課長補佐
統括係長

5級

67人
20.9%

課長

6級

34人
10.6%

部長

7級

職員の手当の状況（平成３０年４月１日現在）4

扶養手当

住居手当
通勤手当

管理職手当

期末勤勉手当
地域手当
特殊勤務手当
時間外勤務手当

手当名

同

同
一部異

一部異

同
同
異
同

国の制度との
異同

距離区分

支給額

種類

国の制度と
異なる内容

4,490万円

3,907万円
3,200万円

3,603万円

6億4,836万円
1億5,287万円

183万円
1億58万円

25万6,571円

31万114円
10万4,588円

75万531円

161万2,832円
38万274円
6万5,286円

28万4,114円

前年度支給実績 支給職員１人当たり
平均支給年額

特別職の報酬の状況5

配偶者6,500円
子1万円他
家賃支払者：額に応じ支給
交通機関、交通用具利用者
部長級77,400円
課長級62,300円他
期末2.6月分、勤勉1.8月分
10%
徴収手当6,000円他
勤務日125/100他

内容および支給単価

9人
2.8%

（２）年齢構成別
区 分

職員数
２０歳未満

1人
２０‒２３歳

4人
２４‒２７歳

30人
２８‒３１歳

43人
３２‒３５歳

43人
３６‒３９歳

27人
４０‒４３歳

37人
４４‒４７歳

46人
４８‒５１歳

30人
５２‒５５歳

32人
５６‒５９歳

23人
６０歳以上

4人

20.0%

15.0%

10.0%

5.0%

0.0%
20歳未満 ２０‒２３歳 ２４‒２７歳 ２８‒３１歳 ３２‒３５歳 ３６‒３９歳 ４０‒４３歳 ４４‒４７歳 ４８‒５１歳 ５２‒５５歳 ５６‒５９歳 ６０歳以上

構成比 ５年前の構成比

市長
副市長
教育長
議長
副議長
議員

区 分
95万2,100円
78万3,600円
70万3,900円
58万9,200円
51万5,400円

47万600円

給料、報酬月額
給与月額の510/100
給与月額の300/100
給与月額の252/100

－

退職手当（１年あたり）

3.35月分

期末手当月数

部門別職員数の状況と主な増減理由（平成３０年４月１日現在）6

議会
総務企画

税務
民生
衛生

農林水産
商工
土木
教育

下水道
国保

介護保険
後期高齢者医療

小計

部 門 区 分

業務増

業務の統廃合・縮小

業務の民間委託

業務増

介護保険認定審査会事務局への派遣終了
後期高齢者広域連合への派遣終了

主な増減理由

6人
87人
31人
94人
34人

6人
2人

38人
60人

358人
8人

17人
15人
5人

45人
403人
419人

職員数
平成２９年

6人
90人
31人
94人
32人

6人
2人

38人
53人

352人
9人

17人
14人
4人

44人
396人
419人

平成３０年

3人

▲ 2人

▲ 7人
▲ 6人

1人

▲ 1人
▲ 1人
▲ 1人
▲ 7人

対前年
増減数

問い合わせ先　人事法制課人事担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

※１ 市長や議員などの特別職の給与・報酬、退職手当、共済負担金などを含む

（１）人件費（※１）
住民基本台帳人口

（平成30年３月３１日現在）
歳出総額（Ａ）

実質収支
人件費（Ｂ）

人件費率（Ｂ/Ａ）
（参考）平成28年度人件費率

11万3,042人

324億1,362万円
16億4,513万円
37億6,547万円

11.6%
11.5%

※2 児童手当、退職手当を除く

（２）職員給与費（特別職を除く一般会計の職員）
職員数
給料

職員手当（※2）
期末・勤勉手当

給与費合計
１人あたり給与費

361人
13億3,804万円
2億7,969万円
5億8,601万円
22億374万円

610万円

公営企業など

合計
条例定数

小計
その他

一
般
行
政

普
通
会
計
部
門
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申込・問い合わせ先  学校教育課学校保健担当
☎️（584）1129　F（584）1153

受け付けを開始します
小・中学校就学援助

　春日市立の小中学校に在学する児童生徒の保護者
で、次の要件を満たす世帯に、学校給食費、学用品費、
修学旅行費などを援助します。
　援助を希望する人は、申請してください。

支給要件　次のいずれかに該当する世帯
①平成30年度市町村民税が非課税（世帯全員）
②平成30年度市町村民税所得割額（世帯全員の合計）

が認定基準額（表１参照）以下
③児童扶養手当の受給世帯
④生活保護が廃止または停止された後、なお経済的に

困窮している世帯
⑤経済的な理由により就学が困難であると教育長が認

める世帯
⑥生活保護受給世帯（修学旅行費と医療費のみ対象）

受付期間・場所　表2参照
申請に必要なもの

▽保護者名義の振込先金融機関の通帳またはキャッシ
ュカード（振込先の金融機関名、支店名、預金種目、
口座番号が確認できるもの）

支給要件ごとに提出するもの
①・②の世帯：平成30年度課税・非課税証明書（平成

30年１月２日以降に転入した人）
③の世帯：児童扶養手当証書
④の世帯：生活保護廃止（停止）決定通知書
⑤の世帯：経済的理由により就学が困難であることが

分かるもの
その他

▽３月までに新入学児童生徒学用品費の申請をした人
は、申請の必要はありません。

▽保護者以外が申請する場合は、委任状が必要です。

▽現在、就学援助を受給している場合も申請が必要で
す。

表１　認定基準額

⑴子どもの数（※1） 1～2人 3人 4人 5人 6人（※2）

⑵認定基準額（※3、※4、※5）
（市民税所得割額の世帯合計） 8万,200円 10万1,500円 12万2,800円 14万4,100円 16万5,400円

⑶世帯年収の目安
（父(会社員)、母(無職)、子どもの数が⑴の場合） 365万円 410万円 455万円 500万円 545万円

※1　子どもの数は、平成14年1月2日以降生まれの人数です。申請日現在の状況が考慮されます。
※2　子どもの数が7人以上の場合、6人の場合の認定基準額に、１人につき2万1,300円を加算します。
※3　政令指定都市（福岡市、北九州市など）から課税されている場合は、市民税所得割額の税率が異なりますので、春日市の

税率で再計算した後、認定手続きを行います。
※4　住宅借入金等特別税額控除、寄附金税額控除、配当控除などがある場合は、その控除前の額となります。
※5　婚姻暦のないひとり親世帯の人で、認定基準額を超える場合、寡婦（夫）控除のみなし適用が実施されることがあります。

表２　受付期間・場所

受付期間 受付時間 受付場所

4月1日㈪～26日㈮
午前8時30分～午後5時

201会議室（市役所2階）

上記以外 学校教育課（市役所4階）

※　　受け付けは、平日のみです。
※　郵便での申請もできますが、受付日は郵便の到着日となります。
※　５月以降も学校教育課窓口（市役所４階）で受け付けを行いますが、新入学児童生徒学用品費や申請月より前の月分の就学　

援助費は支給できません。
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問い合わせ先  下水道課庶務担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

井戸水を使用する家庭
井戸水の開始、中止などはすぐに連絡を

　春は、カラスなど野生の鳥獣にとって繁殖、巣立ち
の時期です。市内の公園などでも、ヒナを守ろうとす
るカラスが、人間を襲うことがありますので、次のこ
とに注意してください。

○カラスの巣やヒナには近づかないようにしましょう。
○近くを通るときは、傘や帽子で防ぎましょう。
○威嚇のサイン（大声で鳴く、鳴きながら周りを飛

ぶ、木をつついたり小枝を折ったり木の葉を散ら
す）があれば、すぐにその場を離れましょう。

○巣の近くで騒ぐなどカラスを刺激するような行為
は控えましょう。

○巣を作られてしまっても、攻撃してくるのは繁殖
時期のみで、一時的な行動です。慌てず様子を
見ましょう。

○カラスの巣の撤去は、原則その敷地の管理者が
行います。産卵前や巣立った後の巣の撤去を自
分で行うことは可能ですが、巣の中に卵やヒナが
いると、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正
化に関する法律に基づく許可」が必要になります。
その場合は専門業者に依頼してください。

○カラスが集まる原因は、多くが餌となる生ごみや
放置されたペットの餌などです。ごみ出し時間を
守り、生ごみは外から見えないように袋の奥に入
れましょう。また屋外にペットの餌を放置せずに、
ペットが食べ終わったらすぐに片付けましょう。

問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

人間を襲うことがあります
春はカラスに注意してください

申込・問い合わせ先  福祉支援課地域福祉担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1142

修学資金を貸し付けします
若年者専修学校等技能習得資金貸与事業

　経済的な理由により、専修学校などで修業すること
が困難な人に対して、修学資金や入校支度金を貸し付
けます。
　対象となる学校や収入基準、返還方法など、詳しく
は問い合わせてください。
対象　

▽入校の前年度に中学校、義務教育学校、高等学校、

中等教育学校を卒業した人

▽入校の前年度に高等学校、中等教育学校の後期課程
を中退した人

貸与額（無利子）
○修学資金
　 ▽専門課程：月額５万3,000円
　 ▽その他の課程など：月額３万円
○入校支度金　10万円
申込期限　４月26日㈮

　井戸水を使用する家庭への下水道使用料の請求
は、井戸水のみを使用する場合と、水道水を併用す
る場合とで異なります。
　また、人数に応じた汚水量を算定する場合もあり、
人数の確認は住民票情報を用いて行いますので、家
族の引っ越しなどがあったときには、速やかに住民
票の異動をしてください。長期入院や介護施設への
入所などの住民票の異動を伴わない居住者数の変
更があったときも下水道課へ連絡してください。

○井戸水のみを使用する場合
　①井戸にメーターを設置している場合：メーター

計測水量で算定
　②井戸にメーターを設置していない場合：居住者

数に応じて設定した汚水量を算定
　　居住者数での算定（1期（2カ月）当たり）
　　 ▽1人世帯：20ｍ3

　　 ▽2人世帯：32ｍ3

　　 ▽3人世帯：40ｍ3

　　 ▽4人以上世帯：48ｍ3

○井戸水と水道水を併用する場合
　①、②それぞれに水道水の使用水量を合計した

ものが汚水量です。②は2分の1にして水道水量
を合計します。

※下水道使用料は、下水道課に問い合わせるか、
市ウェブサイトの早見表を見てください。
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　２地区公民館の改修工事が完了し、一時移転して
いた自治会事務室が、公民館内へ戻りました。

問い合わせ先  

▽若葉台東共同利用施設
☎️（591）8979（F兼用）

▽天神山コミュニティ供用施設
☎️（572）7323（F兼用）

改修工事が完了しました
若葉台東地区・天神山地区公民館

　障害福祉サービスの基盤整備や支援体制の強化
に向けて、障害者基本法に基づく「第５次春日市障
害者福祉長期行動計画」を策定します。策定に関わ
る検討協議会の市民委員を募集します。
委員の構成　学識経験者、医療・福祉関係団体が

推薦する人、市民など計１１人
応募資格　市内に居住し、障がい者福祉に熱意の

ある20歳以上（平成31年４月１日現在）の人
※市の付属機関の委員になっている人は除きます。
任期　４月～２０２０年３月
開催回数　年６回程度
報酬　会議出席１回当たり６，５００円（別途、費用弁

償として１，０００円程度支給）
募集人員　１人
選考方法　書類審査
応募方法　４月1日㈪（必着）までに「これからの障が

い者支援について」というテーマで書いた小論文
（１,２００字程度）に、住所、氏名、電話番号、性別、
生年月日、職歴または経歴、福祉関係活動経験、
応募動機を書き、提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先  福祉支援課障がい担当（816-8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1154

市民委員を募集します　障害者福
祉長期行動計画検討協議会委員

問い合わせ先  学校教育課学校保健担当
☎️（584）1129　F（584）1153

結果を公表します
福岡県児童生徒体力・運動能力調査

　全児童生徒を対象とした、福岡県児童生徒体力・運
動能力調査の結果をお知らせします。
　小・中学校の全学年の男女ともに、体力合計点で県
平均値を上回りました。

　市教育委員会と各学校は、今後も体力向上のための
取り組みをさらに進めていきます。

実施種目　握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、
20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび、ソフトボ
ール投げ（中学生はハンドボール投げ）

平成30年度福岡県児童生徒体力・運動能力調査（体力合計点の福岡県との比較）
学校種 小学校 中学校
学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

春日市 31.07 30.68 38.38 38.74 44.59 45.24 51.76 52.58 56.74 57.45 61.63 61.29 35.07 47.54 46.45 55.48 54.04 57.53

福岡県 30.33 30.12 37.55 37.4 43.65 43.76 49.27 50.05 54.81 55.98 60.14 60.77 34.68 45.31 43.33 50.98 50.09 53.14

全国 54.21 55.9 42.32 50.61

※体力合計点とは、８種目の体力テスト成績を１点から10点に得点化して総和した体力テスト合計得点です。
※小学５年生と中学２年生の「体力合計点平均値の数値」は、国と県で集計方法が異なるため、全国体力・運動能力、運動習慣

等調査結果と異なります。

◀若葉台東地区
　公民館

天神山地区▶
公民館　
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これからのグローバル社会を生き抜く力を育む

ライオンズクエストフォーラム全国大会

練習の成果を発揮

九州オープン綱引大会２０１９優勝
3人の勇気ある行動で人命を救助

救助活動に対し感謝状を贈呈

自衛隊福岡病院の一般開放から13年

元病院長へ感謝状贈呈
　２月８日、ふれあい文化センターで、第３回ライ
オンズクエストフォーラム全国大会i

イン

n福岡が行われ
ました。
　須玖小学校では、「学級活動」と「特別の教科 道
徳」を、ライオンズクエストプログラムに位置付け
て実践しています。
　翌日は、同小で公開授業も行われ、全国から訪
れた約２００人の関係者が参観しました。

　宝町地区の子どもたちを中心に活動している「春
日宝町ＴＣジュニア」が、１月27日、熊本県山鹿市
で行われた「九州オープン綱引大会２０１９」小学生
男子の部に男女混合で出場し、優勝を飾りました。
　選手の合計体重が360㎏以下になるように選抜
し、小学３～６年生10人で大会に臨みました。強
豪チームが顔をそろえる中、初出場で全勝優勝と
いう快挙を成し遂げました。

　ＪＲ春日駅で意識を失い心肺停止となった男性を
発見し、救助活動に協力した３人に対し、２月21日、
春日・大野城・那珂川消防組合消防本部から感謝
状が贈呈されました。
　１１９番通報を行ったのが、井

い が わ

川登
と よ み

代美さん。また、
林
は や し だ

田圭
け い ご

吾さんと廣
ひ ろ ざ ね

實太
た い ち

一さんは、胸骨圧迫を実施
しました。迅速で適切な処置により、男性は社会
復帰を果たすことができました。

　２月20日、自衛隊福岡病院（小倉）の一般開放に
尽力した元病院長西

に し か わ

川　博
ひろし

さんに対し、井
い の う え

上市長
から感謝状が贈呈されました。
　西川さんは、自衛隊員とその家族しか診療でき
なかった同院を、さまざまな機関に働きかけ、平
成18年10月に、自衛隊病院としては九州で初めて、
保険医療機関として地域住民の受診を可能としまし
た。

▲須玖小の特徴的な取り組みを発表する藤
ふ じ た

田秀
ひでゆき

之校長

▲優勝した選手の皆さん▲感謝状を手にする、井川さん、林田さん、廣實さん

▲感謝状を受け取る西川さん
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駿
河
Ａ
遺
跡
は
、
現
市
庁
舎
が
あ
る
場
所
で
確
認
さ
れ
た
遺

跡
で
す
。
発
掘
調
査
に
よ
り
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代

初
頭
ま
で
の
竪
穴
住
居
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
が
多
く
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
写
真
は
42
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
粟
玉
で
ア
ク
セ

サ
リ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
直
径
と

厚
さ
は
と
も
に
１
㎜
程
度
と
大
変
小
さ
く
、
不
透
明
な
緑
色
を

し
て
い
ま
す
。
作
り
方
は
、
ガ
ラ
ス
の
管
を
熱
し
て
細
く
引
き

の
ば
し
、
切
断
後
に
加
工
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
細
か
な
作
業
状
況
か
ら
は
当
時
の
技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

春
日
地
域
の
文
化
財

〜
駿
河
Ａ
遺
跡
出
土
粟あ

わ
だ
ま玉
〜

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

☎（
５
０
１
）１
１
４
４　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

▲ガラス粟玉（定規１目盛は１㎜）

初
め
て
の
人
も
大
丈
夫

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か

か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉイ

ンｎ
社
協

日
時　
５
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
内

（
昇
町
３
－
１
０
１
）

出
店
料　
１
区
画（
約
４
㎡
）６
０
０

円
募
集
数　
40
区
画（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
方
法　
３
月
25
日
㈪
～
４
月
15

日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）に
、
往
復

は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

主
な
出
店
物
品（
例
：
衣
類
、
子

ど
も
服
、
食
器
、
雑
貨
な
ど
）、
何

を
見
て
の
申
し
込
み
か
を
記
入
し

て
、
返
信
用
表
面
に
返
信
先
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課「
か
す
が

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉイ

ンｎ
社
協
」

（
〒
816
－
０
８
５
１
昇
町
３
－

１
０
１
）

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

聴
き
に
き
ま
せ
ん
か

春
日
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

日
時　
３
月
26
日
㈫

　
午
後
６
時
～

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー

ル（
大
野
城
市
曙
町
２
－
３
－
１
）

内
容　

▽
第
１
部　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

▽
第
２
部　
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

入
場
料　
前
売
り
５
０
０
円（
当
日

７
０
０
円
）

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

定
員　
８
０
０
人（
前
売
り
優
先
）

チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法　
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
問
い
合
わ
せ
る

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
高
等
学
校
吹

奏
楽
部　
永な

が
ふ
ち渕

☎（
５
７
４
）１
５
１
１

F（
５
９
３
）１
１
６
２

半
額
で
チ
ケ
ッ
ト
が
購
入
で
き
る

博
多
座
市
民
半
額
観
劇
会

武
田
鉄
也
、
コ
ロ
ッ
ケ
特
別
講
演

日
時　

▽
５
月
５
日
㈰
・
㈷　
午
前
11
時

▽
５
月
６
日
㈪　
午
前
11
時

▽
５
月
12
日
㈰　
午
後
４
時

▽
５
月
14
日
㈫　
午
前
11
時

▽
５
月
19
日
㈰　
午
後
４
時

場
所　
博
多
座（
福
岡
市
博
多
区
下

川
端
町
２
－
１
）

料
金　
Ａ
席
７
０
０
０
円（
半
額
料

金
）

※
別
途
、
取
扱
手
数
料（
１
枚
４
０

　

０
円
、
２
枚
７
０
０
円
）、
振
替

手
数
料
が
必
要
で
す
。

定
員　
各
回
１
０
０
人（
申
込
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
３
月
23
日
㈯（
消
印
有

効
）ま
で
に
、
は
が
き
に
希
望
公

演
日
時（
１
通
１
公
演
の
み
）、
参

加
者
人
数（
２
人
ま
で
）、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
先　
〒
810
－
８
７
９
９
日
本
郵

便
㈱
福
岡
中
央
郵
便
局
留「
市
民

半
額
会
」

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）日
本
演
劇

興
行
協
会
市
民
半
額
会
事
務
局

☎（
７
５
１
）８
２
５
８（
平
日
の
午

前
10
時
～
午
後
６
時
）

F（
７
３
６
）７
０
８
１

イ
ベ
ン
ト  Event

▲駿河A遺跡42号住居跡
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障
が
い
者
団
体
の
支
援
イ
ベ
ン
ト

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉイ

ンｎ
ク
ロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
21
日
㈭
・
㈷
、
４
月
13

日
㈯（
雨
天
中
止
）

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
グ
ラ
ウ

ン
ド（
原
町
３
－
１
－
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ
総
合
案

内
☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

事
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い

生
活
困
窮
者
対
象

医
療
費
自
己
負
担
減
免
制
度

　
生
活
困
窮
者
を
対
象
に
、
病
院
に

か
か
る
と
き
の
保
険
診
療
自
己
負
担

分
を
減
額
・
免
除
す
る
無
料
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
医
療
費
を
支
払
う
こ
と
で
生

活
に
困
難
を
き
た
す
人
、
経
済
的

な
理
由
で
病
院
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
な
ど

受
付
日
時　
月
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時

相
談
場
所　
済
生
会
二
日
市
病
院　

（
筑
紫
野
市
湯
町
３
－
13
－
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
病
院
地

域
医
療
連
携
室

☎（
９
２
３
）１
５
５
１

F（
９
２
３
）７
１
７
５

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
44
回
テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

対
象　
ペ
ア
の
１
人
以
上
が
市
民
、

市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
、
ま

た
は
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員

日
時　
４
月
21
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時（
駐
車
場

開
場
：
午
前
８
時
30
分
）

※
雨
天
時
は
、
４
月
28
日
㈰
に
延
期

し
ま
す
。
延
期
時
の
出
欠
を
申
込

用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

種
目

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ａ
級
、
Ｂ
級
、

シ
ニ
ア（
60
歳
以
上
）、
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア（
70
歳
以
上
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ｂ
級
、
Ｃ
級
、

シ
ニ
ア（
60
歳
以
上
）

参
加
料　
１
人
当
た
り
１
５
０
０
円

（
協
会
員
は
１
０
０
０
円
）

定
員　
各
ク
ラ
ス
18
組
で
総
参
加
組

数
54
組
以
内（
申
込
先
着
順
）

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
、
参

加
者
数
に
よ
り
種
目
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
４
月
７
日
㈰（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
種

目
、
本
人
と
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
協
会
会
員
は
所
属
ク

ラ
ブ
名
、
優
勝
経
験
者
は
年
度
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
郵
送
：
伊い

藤と
う

良よ
し
ひ
さ久（
〒
816
－
０
８ 

３
３
紅
葉
ヶ
丘
東
７
－
１
６
０
）

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
福ふ

く
し
ま嶋
眞ま

木き

子こ

　
☎（
５
８
６
）０
６
４
８（
F
兼
用
）

　
※
必
ず
電
話
で
受
付
の
確
認（
福

嶋
ま
で
）を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
kasuga-tennis.itigo.

jp

６
歳
〜
中
学
生
対
象

春
休
み
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

日
程　

▽
Ａ
コ
ー
ス
：
３
月
27
日
㈬
・
28
日

㈭（
２
日
間
）

▽
Ｂ
コ
ー
ス
：
４
月
３
日
㈬
・
４
日

㈭（
２
日
間
）

時
間　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
３
－
５
－
15
）

定
員　
各
コ
ー
ス
30
人（
申
込
先
着

順
）

参
加
費　
各
コ
ー
ス
５
０
０
円（
貸

靴
代
含
む
）

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ボ
ウ
リ

ン
グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
内
）　
松ま

つ
も
と元

☎（
５
８
１
）０
１
２
２

F（
５
８
５
）５
５
９
８

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
45
回
春
日
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人
、

ま
た
は
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会

員
日
時　
４
月
14
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時（
受

付
：
午
前
９
時
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

種
目　

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
：
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス：Ａ（
39
歳
以
下
）・

Ａ（
40
歳
以
上
）・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス
：
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級

※
全
種
目
Ａ
級
の
み
市
外
の
人
も
参

加
可
能
で
す
。

使
用
球　
水
鳥
球

参
加
費（
１
人
１
種
目
）

▽
中
学
生
・
高
校
生
：
８
０
０
円

▽
一
般
：
１
２
０
０
円（
会
員
：
１ 

０
０
０
円
）

申
込
方
法　
３
月
27
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
便
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
送

る
※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
、
市
体
育

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
西に

し
ぞ
の
あ
き

園
昭
美み

（
〒
816

－
０
８
７
４
大
和
町
５
－
１
－
１

－
５
１
７
）

☎
０
９
０（
３
７
３
９
）２
８
３
２

kasuga.bado.2019@
gm

ail.
com

ス
ポ
ー
ツ  Sports

相
談  C

onsultation



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

12市報かすが ｜ 平成31年3月15日

あ
お
り
運
転

取
り
締
ま
り
強
化
中

　
「
あ
お
り
運
転
」と
は
、
悪
質
で

危
険
な
車
間
距
離
不
保
持
、
急
ブ

レ
ー
キ
、
幅
寄
せ
行
為
な
ど
の
こ

と
で
す
。

　
警
察
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に

対
し
て
厳
正
に
対
処
し
、
取
り
締

ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
は
、
規
制
速
度
を
順
守

し
、
追
い
越
し
を
し
よ
う
と
す
る

車
へ
配
慮
す
る
な
ど「
思
い
や
り・

ゆ
ず
り
合
い
」の
気
持
ち
を
持
っ

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
あ
お
り
運
転
を
さ
れ
た

場
合
は
、
車
線
上
で
は
停
車
せ
ず
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
道
の
駅
、
商

業
施
設
の
駐
車
場
な
ど
、
人
目
が

多
く
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。　

そ
の
後
は
車
外
へ
出
ず
、
ド
ア
ロ

ッ
ク
を
し
た
状
態
で
１
１
０
番
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

春
を
感
じ
な
が
ら
歩
こ
う

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と

健
康
ウ
ォ
ー
ク（
無
料
）

　
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前

の
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
正
し
い
歩
き
方

ま
で
指
導
し
ま
す
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
．
５

㎞
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　

　
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
程

▽
３
月
27
日
㈬
：
春
の
訪
れ
泉
・
新

幹
線
下
コ
ー
ス

▽
４
月
３
日
㈬
：
春
を
求
め
て
白
水

大
池
公
園
コ
ー
ス

※
雨
天
時
は
室
内
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
実
施
し
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
15
分
～
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
～
）

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
帽
子

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
～
６
カ

月（
平
成
30
年
10
月
～
平
成
31
年
１

月
生
ま
れ
）の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー

や
友
だ
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
４
月
５
日
㈮
・
９
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア

な
ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の

み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
３
月
16
日
㈯
～
31
日
㈰

の
午
前
10
時
～
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fukuok

　

a.jp

大
人
と
同
じ
食
材
を
使
い

作
り
方
と
進
め
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
料
理
が
苦
手
な
人
も
、
こ
れ
を
機

会
に
手
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
託
児（
原
則
と
し
て
生
後
５
～
８

カ
月
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
15

人
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
～
８
カ
月
児
の
保
護

者　
日
時　
４
月
24
日
㈬ 

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
受
付
：

午
後
１
時
～
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
離
乳
食（
初
期
・
中
期
）の
進

め
方
の
講
義
、
調
理
実
習
、
試
食

実
習
材
料
費　
２
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
３
月
15
日
㈮
～
29
日
㈮

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
・
性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

健
康
運
動
指
導
士
と
学
ぶ

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！
気
持
ち
よ
い
！

春
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
教
室

対
象　
20
歳
以
上
の
人

日
程　
４
月
～
６
月
の
第
２
・
第
４

水
曜
日

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
40
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
－
１
－
７
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円（
用
具
レ

ン
タ
ル
代
含
む
）

定
員　
10
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
参
加
希
望
日
の
前
日
ま

で
に
、
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ク
ロ
ー
バ

ー
ス
ト
レ
ッ
チ
事
務
局

☎
０
８
０（
１
７
０
４
）５
３
２
３

ri-ryshi1664@
docom

o.ne.

　

jp 健
康  Health

子
育
て  Parenting
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

環境にやさしい活動を
始めませんか

　気軽に始められる、環境活動
や情報を紹介します。

○エコファミリーに登録
　エコファミリーとは、電気やガ
ス、水道の使用量削減など、省
エネルギーや節電に取り組む家
庭です。エネルギーを把握する
と、節電につながります。
登録方法　ふくおかエコライフ

応援サイトウェブサイト（http
　://www.ecofukuoka.jp/）、

か市環境課窓口に設置している
「ふくおかエコライフ応援b

ブ ッ
oo

　k
ク
」で登録する。

○こどもエコクラブに登録
　３歳から高校生までの子ども１
人と活動を支える大人１人からク
ラブを作り、登録ができます。
子どもたちの興味や関心に基づ
いて、自由に自然観察や調査、
リサイクル活動などを行います。
詳しくは、こどもエコクラブウェ
ブサイト（http://www.j-ecocl 
ub.jp/）を見てください。

○市環境課のＳＮＳに登録
　ツイッターとインスタグラム
で、講座やごみ出しの方法など、
環境に関する情報提供を行って
います。ぜひ登録してください。

Twitter Instagram

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会（
新
任
期
）

対
象　
訪
問
看
護
に
従
事
し
て
３
年

未
満
の
看
護
職（
従
事
予
定
者
を

含
む
）

日
程　
６
月
４
日
㈫
～
10
月
23
日
㈬

（
全
25
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分（
実
習
施
設
に
よ
り
異
な
る
）

場
所

▽
講
義
・
演
習
：
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡（
福
岡
市
東
区
馬
出
４
－
10
－

１
）

▽
実
習
：
県
内
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
保
健
所
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
５
万
円（
資
料
代
な
ど
）

　
▽
木
曜
日（
初
回
４
月
４
日
）

　
　
・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
　
・
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

　
▽
金
曜
日（
初
回
４
月
５
日
）

　
　
・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
　
・
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

　
講
師　
石い

し

毛げ

ロ
サ
リ
オ
さ
ん

　
受
講
料　
月
４
０
０
０
円

　
※
別
途
、
定
員
確
保
補
償
金
５
０

　
　
０
０
円
（
年
度
途
中
に
休
会
・

退
会
を
し
な
か
っ
た
人
に
は
年

度
末
返
金
）
が
必
要
で
す
。

　
定
員　
各
ク
ラ
ス
８
人

○
韓
国
語（
月
２
回
）

　
ク
ラ
ス
・
日
時

　
▽
初
級（
基
本
会
話
・
表
現
・
ハ

ン
グ
ル
）

　
　
第
２・
４
土
曜
日
の
午
後
６
時

～
７
時

　
▽
中
級（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

　
　
第
２・
４
土
曜
日
の
午
後
７
時

30
分
～
８
時
30
分

申
込
方
法　
４
月
19
日
㈮
ま
で
に
、

申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
便
で

送
る
か
、
県
看
護
協
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（https://w

w
w

.fukuok 
a-kango.or.jp/

）か
ら
申
し
込

む
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー（（
公
社
）福
岡
県
看
護

協
会
）（
〒
812
－
０
０
５
４
福
岡
市

東
区
馬
出
4
－
10
－
1
）

☎（
６
３
１
）１
２
２
１

F（
６
３
１
）１
２
２
３

外
国
籍
講
師
が
指
導

英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語

４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
講
座

○
英
語（
日
常
会
話
・
日
本
語
な
し
、

週
１
回
）

　
日
時

　
▽
火
曜
日（
初
回
４
月
２
日
）

　
　
・
午
後
６
時
～
７
時
30
分

　
　
・
午
後
７
時
30
分
～
９
時

　
※
初
回
は
い
ず
れ
も
４
月
13
日
で
す
。

　
受
講
料　
３
カ
月
７
０
０
０
円　

（
一
括
前
納
）

　
講
師　
郭か

く　
喜き

順じ
ゅ
ん

さ
ん

　
定
員　
各
ク
ラ
ス
10
人

○
韓
国
語（
週
１
回
）

　
ク
ラ
ス
・
日
時

　
▽
初
級（
文
字
・
発
音
・
文
法
）

　
　
水
曜
日
の
午
後
７
時
～
８
時

　
▽
中
級（
標
準
語
で
簡
単
な
会
話・

文
章
）

　
　
水
曜
日
の
午
後
８
時
～
９
時

　
※
初
回
は
い
ず
れ
も
４
月
３
日
で
す
。

　
受
講
料　
月
５
０
０
０
円
（
３
カ

月
一
括
前
納
）

　
※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
３
２
０
０

円
が
必
要
で
す
。

　
講
師　
金き

む　
燦ち

ゃ
ー
に姫
さ
ん

　
定
員　
各
ク
ラ
ス
10
人

○
中
国
語（
週
１
回
）

　
ク
ラ
ス
・
日
時

　

▽
入
門（
会
話
か
ら
検
定
ま
で
、

基
礎
の
発
音
と
文
法
）

　
　
火
曜
日（
初
回
４
月
２
日
）の
午

後
７
時
～
８
時

　
▽
中
級（
文
章
の
理
解
と
閲
読
）

　
　
木
曜
日（
初
回
４
月
４
日
）の
午

後
７
時
～
８
時

　
受
講
料　
月
５
０
０
０
円（
３
カ

月
一
括
前
納
）

　
※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０

円
程
度
が
必
要
で
す
。

　
講
師　
石せ

き　
応お

う
れ
い玲
さ
ん

　
定
員　
各
ク
ラ
ス
10
人

場
所　
大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー（
大
野
城
市
曙
町
２
－
３
－
２
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
ク
ラ
ス

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ア
ジ
ア
女

性
セ
ン
タ
ー

☎（
５
１
３
）７
３
３
３（
F
兼
用
）　

aw
c-a@

atlas.plala.or.jp

講
演
・
講
座  Lecture
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日
本
の
地
名
の
中
で
最
も
古
い
記

録
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
奴な

国こ
く

」
で

す
。
そ
れ
は
、
後ご

漢か
ん
じ
ょ書
の
中
に
「
光

武
帝
が
、
建
武
中
元
２
（
西
暦
57
）

年
に
朝
賀
し
て
き
た
奴
国
の
使
者
に

印い
ん
じ
ゅ綬
（
金
印
・
漢か

ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

委
奴
国
王
）
を
賜

っ
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
の
奴
国
は
、
現
在
の
春
日
市

を
含
め
た
福
岡
平
野
一
帯
を
占
め
て

い
た
と
さ
れ
、
後
に
儺な

の

県あ
が
た

、
那な

の

津つ

、

さ
ら
に
那
珂
郡
の
「
那
珂
」
に
引
き

継
が
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
題
に
入
っ
て
、
こ
の
奴

国
の
枢
要
地
域
を
占
め
た
、
現
「
春

日
市
」
の
市
名
の
由
来
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
春
日

市
は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に

発
足
し
た
新
「
春
日
村
」
か
ら
春
日

町
、
そ
し
て
現
在
の
春
日
市
ま
で
一

度
の
分
離
や
合
併
も
な
く
、
そ
し
て

一
貫
し
て
「
春
日
」
と
い
う
地
名
が

続
い
て
い
る
ま
れ
な
自
治
体
で
す
。

　
明
治
21
年
、
政
府
は
各
町
村
が
独

立
自
治
の
財
政
力
を
持
つ
こ
と
が
必

要
と
の
趣
旨
か
ら
、
１
町
村
の
戸
数

が
３
０
０
〜
５
０
０
戸
に
な
る
よ
う

「
町
村
制
」
を
交
付
し
て
、
町
村
の

合
併
を
強
力
に
推
進
し
ま
し
た
。
明

治
の
大
合
併
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
春
日
村
は
、
明
治
22
年
４
月
１

日
、
那
珂
郡
下
白
水
村
・
小
倉
村
・

須
玖
村
・
春
日
村
・
上
白
水
村
の
５

村
を
合
併
し
、
村
名
は
こ
の
５
村
の

う
ち
、
面
積
が
最
も
大
き
か
っ
た
旧

春
日
村
の
「
春
日
」
を
取
っ
て
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
新
春
日
村
が
誕
生
す

る
と
旧
村
は
「
新
村
」
の
１
段
下
位

区
分
と
し
て
、「
大お

お
あ
ざ字
」
を
地
名
の

上
に
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
倉
村
は
「
春
日
村
大
字
小
倉
」、

春
日
村
は
「
春
日
村
大
字
春
日
」
と

表
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
は
、
そ
の
大
本
の
「
春
日
」
と

い
う
地
名
は
ど
う
し
て
付
け
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
文
献
を
た
ど
る
と
、

春
日
神
社
の
社
記
「
筑ち

く
ぜ
ん
の
く
に

前
国
那
珂
郡

春
日
大
明
神
記
録
」
に
た
ど
り
つ
き

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
後
に
天
智

天
皇
と
な
ら
れ
る
中
大
兄
皇
子
が
こ

の
筑
前
国
に
お
ら
れ
る
と
き
に
、
現

在
の
春
日
神
社
の

地
に
天あ

め
に
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
命
を

お
祀
り
し
た
」
と

村
民
が
言
い
伝
え

て
い
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

説
明
を
加
え
る

と
、
こ
の
と
き
中

大
兄
皇
子
は
、
そ

の
前
年
朝
鮮
半
島

の
百
済
が
唐
・
新

羅
の
連
合
軍
に
敗

れ
て
日
本
に
救
い
を
求
め
て
き
た
の

で
、
そ
の
救
援
の
た
め
に
斉
明
天
皇

と
と
も
に
大
和
の
国
か
ら
西
下
し
、

那
津
（
博
多
湾
）
に
上
陸
し
、

磐い
わ
せ
の
み
や

瀬
宮
（
現
在
の
南
区
高
宮
）
に
滞

在
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
西
暦

６
６
１
年
の
こ
と
で
す
。

　
実
際
に
「
春
日
」
と
名
が
付
く
の

は
、
前
掲
「
社
記
」
に
、
神
護
景
雲

２
（
７
６
８
）
年
、
大
和
国
添
上
郡

春
日
郷
に
天
児
屋
命
は
じ
め
、
外
、

武た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

甕
槌
命
、
斎い

わ
い
ぬ
し
の
み
こ
と

主
命
、
姫ひ

め
お
お
か
み

大
神
の
３

柱
が
祀
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
っ

て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
春
日
神
社
の
春
日
の
名

は
、
大
和
の
国
の
春
日
郷
（
現
在
の

奈
良
市
春
日
野
町
）
か
ら
き
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
平ひ

ら
た田
善よ

し
ず
み積

　

 

春
日
風
土
記

第330号

　

春
日
の
地
名

　

＝　

市
名
の
由
来
１　

＝
　

上白水上白水

下白水下白水
小倉小倉

須玖須玖

春日春日

▲春日市域の旧５村

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
会

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

社
会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）、

店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以

上
収
容
）、
工
場
や
共
同
住
宅
な
ど

（
50
人
以
上
収
容
）は
、
消
防
法
で
防

火
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

※
遅
刻
、
途
中
退
席
し
た
場
合
は
、

講
習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

日
程　
４
月
26
日
㈮
・
27
日
㈯

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

受
講
料　
３
５
０
０
円

定
員　
60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
26
日
㈫
以
降
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）を
持
参
し
、
同
消

防
本
部
、
消
防
署
、
各
出
張
所
の

い
ず
れ
か
に
提
出
す
る

※
申
込
書
は
、
消
防
署
窓
口
か
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://fukuok 
a.kon119.or.jp/

）か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本

部
予
防
課
予
防
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
６

（
５
８
４
）１
２
０
０

点
字
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

春
日
ゆ
り
か
も
め
ア
イ
の
会

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
初
心
者
向
け
の
点
字
講
座
で
す
。

日
程　
４
月
12
日
～
７
月
５
日
の
毎

週
金
曜
日（
全
12
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

中
会
議
室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

参
加
費　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
他
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
10
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８
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シ
ェ
フ
の
指
導
で

本
格
フ
ラ
ン
ス
菓
子
作
り

精
華
パ
テ
ィ
シ
エ
学
級

　
１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
程　

▽
１
回
目
：
４
月
６
日
㈯

▽
２
回
目
：
６
月
１
日
㈯

▽
３
回
目
：
２
０
２
０
年
１
月
18
日

㈯
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　
精
華
女
子
短
期
大
学
３
号
館

１
２
０
調
理
実
習
室（
福
岡
市
博

多
区
南
八
幡
町
２
－
12
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
費　
各
回
２
９
７
０
円（
材
料

費
込
み
）

※
申
し
込
み
後
に
振
り
込
ん
で
く
だ

さ
い（
振
込
先
：
福
岡
銀
行
雑
餉

隈
支
店
、
普
通
９
６
３
６
４
、
口

座
名
義
：
学
校
法
人
精
華
学
園
）。

定
員　
各
回
24
人

申
込
締
切
日

▽
１
回
目
：
３
月
29
日
㈮

▽
２
回
目
：
５
月
24
日
㈮

▽
３
回
目
：
２
０
２
０
年
１
月
10
日

㈮
申
込
方
法　
申
込
締
切
日
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
の
回
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
精
華
女
子

短
期
大
学
食
物
栄
養
専
攻　
手て

水み
ず

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

tem
izu@

seika.ac.jp

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

春
日
古
文
書
講
読
講
座

「
筑ち

く
ざ
ん
か
い

山
会
」会
員
募
集

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の

古
文
書
を
解
読
し
な
が
ら
、
当
時
の

人
々
の
暮
ら
し
や
歴
史
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
人

日
程　
毎
月
第
２・４
金
曜
日（
開
講

式
：
４
月
12
日
㈮
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修

室
講
師　
山や

ま
だ田　
稔み

の
る

さ
ん（
近
世
地
方

文
書
研
究
会
会
長
）

受
講
料　
月
額
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
筑
山
会
事

務
局　
内う

ち

田だ

（
〒
816
－
０
８
０
７

宝
町
４
－
41
－
３
－
３
０
３
）

☎
０
８
０（
１
５
４
３
）７
５
９
２

F（
５
９
１
）４
３
１
３

yayoi3nanokuni4yoshinoy

　

am
a@

docom
o.ne.jp

参
加
し
ま
せ
ん
か

マ
マ
に
役
立
つ「
考
え
方
」と「
行
動
力
」

育
勉
セ
ミ
ナ
ー

　
自
分
の
時
間
が
欲
し
い
、
何
を
し

た
い
か
分
か
ら
な
い
、
仕
事
復
帰
に

備
え
た
い
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
方

法
を
伝
授
し
ま
す
。

対
象　
子
育
て
中
の
母
親

日
程　
３
月
25
日
㈪
・
４
月
13
日
㈯

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

講
師　
山や

ま
も
と元
友ゆ

き紀
さ
ん（
育
勉
普
及

協
会
認
定
育
勉
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）

参
加
費　
各
回
５
０
０
円

定
員　
各
回
10
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
22
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぶ
ど
う

の
庭

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

技
能
を
習
得
し
ま
せ
ん
か

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

訓
練
生
募
集

　
各
種
職
業
訓
練
講
習
会
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

○
原
始
機
に
よ
る
織
物
・
染
色
講
習

植
物
に
よ
る
木
綿
糸
の
染
色
な
ど

　
日
程　
５
月
14
日
～
７
月
９
日
の

毎
週
火
曜
日（
全
９
回
）

　
受
講
料　
３
万
９
０
０
０
円（
材

料
代
、資
料
代
、消
費
税
含
む
）

　
定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
18
日
㈪
午
前
９

時
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

○
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
級
直
前
講
習

　
　
福
祉
分
野
・
介
護
分
野
に
つ
い

て
の
総
ま
と
め
他

　
日
程　
５
月
18
日
㈯
、
６
月
１
日

㈯
・
15
日
㈯
・
29
日
㈯

　
受
講
料　
２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

資
料
代
、
消
費
税
含
む
）

　
定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
18
日
㈪
午
前
９

時
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

○
第
２
種
電
気
工
事
士（
学
科
）直
前

講
習

　
日
程　
５
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
、

26
日
㈰

　
受
講
料　
２
万
円（
消
費
税
含
む
）

　
定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
18
日
㈪
午
前
９

時
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

　
　
学
科
、
実
技
講
習
な
ど

　
日
程　
５
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

　
受
講
料　
８
０
０
０
円（
材
料
代
、

消
費
税
含
む
）

　
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代（
８
０
０
円
）

が
必
要
で
す
。

　
定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
19
日
㈫
午
前
９

時
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
中
級
Ｄ
Ｔ
Ｐ

機
能
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
」講
習

　
　
イ
ラ
ス
ト
や
図
形
の
活
用
術
と

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
な
ど

　
日
程　
５
月
26
日
㈰
、
６
月
２
日

㈰
・
９
日
㈰

　
受
講
料　
１
万
６
０
０
０
万
円　

（
消
費
税
含
む
）

　
定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
19
日
㈫
午
前
９

時
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
地
区

職
業
訓
練
協
会　

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

▲山田　稔さん
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シ
ニ
ア
の
人
を
教
え
ま
す

ゆ
っ
く
り
、
優
し
く
丁
寧
に

パ
ソ
コ
ン
・
ｉア

イ

フ

ォ

ー

ン

Ｐ
ｈ
о
ｎ
ｅ
教
室

日
程　
月
２
回（
第
１
週
、
３
週
）

○
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
▽
水
曜
日
ク
ラ
ス

　
▽
日
曜
日
ク
ラ
ス

○
ｉ
Ｐ
ｈ
о
ｎ
ｅ
教
室

　
▽
木
曜
日
ク
ラ
ス

　
▽
土
曜
日
ク
ラ
ス

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
水
曜
日
ク
ラ
ス
の
み
午
前
９
時
30

分
～
正
午
で
す
。

場
所　
市
商
工
会（
伯
玄
町
２
－
24
）

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　
月
４
０
０
０
円（
教
材
費

含
む
）

※
入
会
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
（
１
回
１
０

　
０
円
で
貸
し
出
し
あ
り
）、
ｉ
Ｐ

ｈ
о
ｎ
ｅ（
貸
し
出
し
な
し
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ァ
イ
ブ
ネ
ッ
ト
春
日

☎
０
９
０（
８
９
１
９
）１
６
８
７

keigetsustert@
gm

ail.com

ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
女
子

セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
北
九
州
大
会

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集（
無
料
）

　
７
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界
大

会
が
、
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
日
本
を
含
む
12
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
春
日
市
で
公
認
チ

ー
ム
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
、
カ
ナ

ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
女
子
チ
ー
ム

も
出
場
し
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ

る
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
を
間
近
で
観
戦

し
、
選
手
た
ち
と
の
交
流
を
図
り
ま

せ
ん
か
。

日
時　
４
月
20
日
㈯

　
午
前
８
時
出
発
、
午
後
６
時
30
分

頃
帰
着

会
場　
ミ
ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア

ム
北
九
州（
北
九
州
市
小
倉
北
区

浅
野
）

発
着
場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー（
春
日
市
役
所
経
由
）

募
集
人
数　
15
組
30
人（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
中
学
生
以
下
は
、
必
ず
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
４
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名（
２

人
と
も
）、
電
話
番
号
を
連
絡
す

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当（
〒
816
－

０
８
３
１
大
谷
６
－
28
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
５
５
８
）０
１
５
１

F（
５
５
８
）０
２
９
２

rugby@
city.kasuga.fukuok

　

a.jp

小
中
学
生
対
象

日
本
海
か
ら
太
平
洋
へ

野
宿
＆
世
界
文
化
遺
産
・
伝
承
文
化
体
験
の
旅

　

日
本
海
か
ら
太
平
洋
ま
で
徒
歩

（
１
日
10
㎞
を
目
標
）や
路
線
バ
ス
で

本
州
を
横
断
し
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
文
化（
和
菓
子

作
り
、
さ
さ
ら
作
り
、
ひ
で
細
工
作

り
な
ど
）を
体
験
し
、
世
界
文
化
遺

産（
五
箇
山
・
相
倉
合
掌
集
落
、
白

川
郷
）や
自
然
に
触
れ
る
旅
で
す
。

対
象　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

日
程　
４
月
30
日
㈫
～
５
月
４
日
㈯

（
４
泊
５
日
）

コ
ー
ス　
金
沢
～
五
箇
山
～
白
川
郷

～
郡
上
八
幡
～
名
古
屋

参
加
費（
福
岡
空
港
出
発
の
場
合
）

▽
小
学
生
：
９
万
２
０
０
０
円

▽
中
学
生
：
12
万
１
０
０
０
円

※
出
発
地
に
よ
り
、
日
程
や
参
加
費

が
異
な
り
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
５
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む　
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）国

際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

F
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
４

info@
kskk.or.jp

那
珂
川
市
の
誕
生
を
祝
う

市
民
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

出
演
者
募
集

対
象　
筑
紫
地
区（
那
珂
川
市
、
春

日
市
、
大
野
城
市
、
筑
紫
野
市
、

太
宰
府
市
）に
居
住
し
て
い
る
小

学
４
年
生
～
高
校
３
年
生（
平
成

31
年
４
月
現
在
）

※
大
人
の
参
加
希
望
者
は
つ
く
し
ド

リ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://tsukushi-drea

　
m

-m
usical.com

/

）を
見
て
く

だ
さ
い
。

公
演
日　
９
月
７
日
㈯・８
日
㈰（
２

回
公
演
）

稽
古
日
程　
４
月
下
旬
か
ら
約
35
回

稽
古
場
所　
太
宰
府
天
満
宮
余
香
殿

（
太
宰
府
市
宰
府
４
－
７
－
１
）

参
加
費　
１
万
５
０
０
０
円

申
込
方
法　
３
月
15
日
㈮
～
４
月
１

日
㈪
に
、
つ
く
し
ド
リ
ー
ム
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申

し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

運
営
委
員
会　
長な

が
は
ま濱

☎
０
９
０（
５
４
７
６
）０
８
８
３

tsukushi_dream
_m

usical@
yahoo.co.jp

ご
協
力
く
だ
さ
い

労
働
力
調
査

大
土
居
３
丁
目
で
実
施

　
総
務
省
と
県
は
、
毎
月
労
働
力
調

査
を
実
施
し
、
雇
用
や
失
業
率
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
調
査
訪

問
す
る
時
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間　
４
月
～
８
月

調
査
地
区　
大
土
居
３
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振

興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

募
集  Recruitm

ent

そ
の
他  etc
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一生に一度が春日市に

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日（8月を除く）/10時～16時/市役所2階市民相談室/
第1水曜日9時以降の平日に電話予約/先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど/
月～金曜日/10時～12時15分、13時～16時/じょなさん

●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月～金曜日（年末年始、祝日を除く）※土・日曜日は要相談
/８時30分～17時/市社会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
国の行政に関すること/第4火曜日（10月を除く）/10時～15
時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月～金曜日/9時～17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月～金曜日/8時30分～17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月～金曜日/8時30分～17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月～金曜日/9時～17時/第1・3土、日曜日/9時～16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月～金曜日/8時30分～17時
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）/10時～15時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日/8時30分～17時15分/福岡法務局筑紫支局
暴力・DV・セクハラの相談

●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日/8時30分～17時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水～金曜日12時～19時/土曜日10時～17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月～日曜日/9時～17時（祝日を除く金曜日のみ18時～20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13～15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと

●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）/9時～17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み/水曜日/13時～16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安/24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

「
笑
顔
の
桜
」を
見
に
行
こ
う

　
１
月
ま
で
実
施
し
た
「
み
ん

な
で
春
を
つ
く
ろ
う
！
写
真
投

稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。
皆
さ
ん

の
笑
顔
の
写
真
を
集
め
て
、
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
桜
を
咲
か
せ

よ
う
と
い
う
こ
の
企
画
。
４
カ

月
間
で
、
６
５
４
枚
の
写
真
が

集
ま
り
ま
し
た
。
春
日
市
内
で

生
ま
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔

の
数
々
。
ど
れ
も
み
ん
な
、
幸

せ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
詰
ま
っ
た

す
て
き
な
写
真
ば
か
り
で
す
▼

ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
陽
気
に
誘
わ

れ
て
、
い
よ
い
よ
、
笑
顔
の
桜

が
花
開
く
と
き
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
３
月
19
日
、
午
後
０
時

30
分
か
ら
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
、

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
完
成
披
露

会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
福

岡
女
学
院
大
学
が
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
や
司
会
で
協
力
し
て
く
れ

ま
す
▼
そ
の
後
は
、
市
内
各
所

で
お
目
に
か
か
れ
る
予
定
で
す
。

本
物
の
桜
の
開
花
は
も
う
少
し

先
で
す
が
、
ひ
と
足
早
く
、
笑

顔
満
開
の
桜
の
お
花
見
を
、
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
19
日
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　

 

か

このコーナーでは、ラグビーにまつわる人や話題を紹介していきます。

　幼少期から早稲田大学へ進学するまで、春日市に住んでいました。外でよく遊んでいて、あんどん祭りなどのイ
ベントも楽しい思い出として心に残っています。
　小学１年生のとき、通りかかった春日公園で春日リトルラガーズと出会ったのがきっかけでラグビーを始め、
以来32年間プレーしました。
　ラグビーの大きな魅力は、相手を抜き去った時の爽快感です。その他にも、走る、蹴る、ぶつかる、考えると
いったさまざまなことを15人対15人という規模で行います。私は、ラグビーを通じて一生の友と出会い、人間と
して大きく成長することができたと感じています。
　　私が現役16年間、大きなけがもなくプレーすることができたのも、小
学校時代からの体作りがあったからだと思います。子どもたちには、よ
く食べ、よく寝て、いろいろなスポーツを楽しんでほしいと思います。
多くの経験をすることで、皆さんの可能性はどんどん広がっていき
ます。
　これからＷ杯に向けて、ラグビーはますます盛り上がって
いきます。一度触れると、ラグビーの魅力を感じてもらえ
ると思いますので、ぜひ実際に観戦して、会場の熱気、
人と人がぶつかり合う迫力を体験してください。

春日市出身。早稲田大学卒後、
九州電力キューデンヴォルテク
スにて16年に渡ってプレー。ジ
ャパンラグビートップリーグオ
ールスター選抜経験あり。現役
引退後は、選手の育成やタグラ
グビーなどを通じたラグビーの
魅力発信に努める。

▲キューデンヴォルテクス時代の吉上さん

吉
きち

上
じょう

 耕
こう

平
へい

さん （43歳）
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地域に根ざす「食」の伝道師

春日市食生活改善推進会

　40年に渡り、食を通した市民の
健康づくりに取り組んでいる春日
市食生活改善推進会（以下、「食進
会」）を取材しました。

―
食
進
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
会
の
名
前
ど
お
り
、
市
民
の
食

生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
、
市
内

８
支
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
効

果
的
な
食
事
の
普
及
、
和
食
や
郷

土
料
理
の
発
信
、
食
育
支
援
な
ど

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
こ
の
40
年
間
で
市
民
の
食
生
活

に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
栄
養
不
足
の
た
め
の「
食
生
活

改
善
」が
必
要
だ
っ
た
時
代
か
ら
、

栄
養
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

に「
食
生
活
改
善
」を
必
要
と
す
る

時
代
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
食
生
活
の
乱
れ
や
、
冷

凍
・
レ
ト
ル
ト
食
品
、
コ
ン
ビ
ニ

の
普
及
に
よ
る
塩
分
の
過
剰
な
摂

取
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
料
理
の
経
験
が
な
い
、

旬
の
食
材
を
知
ら
な
い
、
ど
の
よ

う
に
食
材
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か

知
ら
な
い
と
い
う
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。

―
今
後
の
活
動
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
活
動
も
、
時
代
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考
慮

し
、
加
工
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品

と
の
適
切
な
付
き
合
い
方
の
発
信

や
、
子
ど
も
の
食
育
活
動
を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

みん春
通信
vol.6

みんなで春をつくろう
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